
​特記仕様書​
​１　業務概要​

​市有施設の建築物の点検及び点検に伴う修繕を実施する。​

​(1) 業務名​

​消防局庁舎等市有建築物保全サポート業務​

​(2) 対象施設及び業務内容​

​対象施設及び対象業務は、別紙１－１「対象施設一覧及び対象業務一覧表」のとお​

​り。​

​各業務の詳細については、別表「個別仕様書」によるものとし、特記なき場合は、​

​「国​​土​​交​​通​​省​​大​​臣​​官​​房​​官​​庁​​営​​繕​​部​​監​​修​ ​建​​築​​保​​全​​業​​務​​共​​通​​仕​​様​​書​​及​​び​​同​​解​​説​ ​令​​和​​5​​年​

​度版」を適用する。​

​(3) 履行期間​

​令和８年４月１日から令和12年３月31日まで​

​２　調査修繕の費用​

​　調査修繕に係る費用の構成については次に掲げる(1)及び(2)のとおりである。​

​　(1) 調査修繕実費​

​専門業者等が調査修繕を行う際にかかる費用（(2)を含まない。）をいい、本契約​

​の契約金額（固定費）に含まず、月毎に請求するものとする。​

​　(2) 事務的経費​

​調査修繕のため受託者等が行う施設調整、専門業者等からの見積徴取、成果品取り​

​まとめなどにかかる経費をいい、本契約の契約金額（固定費）に含む。​

​　ただし、この経費は(1)の金額に応じて算定するものであり、年度ごとの実績に合​

​わせて設計変更を行う。設計変更の基準とする(1)の金額は26,275千円/年（税込）と​

​する。​

​３　連絡体制等​

​24時間365日の緊急連絡体制を構築し、故障等緊急対応が必要な場合は速やかに技術​

​者を派遣すること。​

​なお、過去４年間の休日・夜間連絡件数の平均数は１件／年程度である。​

​４　報告書類の提出先​

​点検等作業及び調査修繕における報告は、次のうち必要なものを提出すること。​

​(1) 別紙１－２「点検業務工程表（参考様式）」​

​(2) 別紙１－３「修繕実施報告書（参考様式）」​

​(3) その他検査に必要な資料​

​提出先等については次表のとおり。​

​施設所管部​ ​施設名​ ​報告書提出先​ ​提出部数​ ​提出頻度​

​都市局建築部​ ​－​ ​建築保全課事業係​ ​１部​ ​月毎​

​保健福祉局​

​ウェルネス推​

​進部​

​東、南保健センター​ ​東、南保健センター​ ​１部​ ​年度毎​

​里塚斎場​ ​里塚斎場​ ​１部​ ​年度毎​

​保健福祉局保​

​健所​

​動物管理センター（本​

​所、支所）​
​各動物管理センター​ ​１部​ ​年度毎​



​保健福祉局衛​

​生研究所​
​衛生研究所​ ​衛生研究所​ ​１部​ ​年度毎​

​子ども未来局​

​子育て支援部​

​各保育園、子育て支援セ​

​ンター等​

​子ども未来局子育て​

​支援部​
​１部​ ​年度毎​

​子ども未来局​

​子ども育成部​
​旧真駒内緑小学校跡施設​

​旧真駒内緑小学校跡​

​施設​
​１部​ ​年度毎​

​子ども未来局​

​児童相談所​
​児童福祉総合センター​

​児童福祉総合セン​

​ター​
​１部​ ​年度毎​

​市民文化局文​

​化部​

​さっぽろ天神山アートス​

​タジオ​

​文化振興課事業調整​

​担当係​
​１部​ ​年度毎​

​博物館活動センター​ ​博物館活動センター​ ​１部​ ​年度毎​

​財政局税政部​ ​中央市税事務所​ ​中央市税事務所​ ​１部​ ​年度毎​

​消防局総務部​ ​消防署、出張所等​
​消防局総務部施設管​

​理課施設係​
​１部​ ​年度毎​

​危機管理局危​

​機管理部​
​札幌市役所本庁舎​ ​危機管理局​ ​１部​ ​年度毎​

​５ その他​

​(1)​​履​​行​​期​​間​​中​​に​​修​​理、​​事​​故、​​及​​び​​調​​査​​等​​に​​よ​​り​​臨​​時​​点​​検​​の​​要​​請​​を​​受​​け​​た​​場​​合​​は、​​速​​や​

​かに保守員を派遣するものとする。また、施設管理者より直接依頼の場合は担当職員​

​に連絡し、指示を受けることとする。​

​(2) 点検に必要な機械、工具、ウェス等の消耗品及び消耗部品は受託者の負担とする。​

​(3) 養生、片付け及び清掃には充分留意すること。​

​(4)​​点​​検​​の​​結​​果、​​不​​良​​個​​所​​等​​の​​改​​修​​指​​導​​助​​言​​す​​る​​事​​項​​は​​記​​録​​表​​等​​に​​記​​載​​す​​る​​と​​と​​も​​に、​

​速やかに施設管理者及び担当職員に通知するものとする。​

​(5)​​建​​築​​物​​内​​外​​の​​作​​業​​で、​​施​​設​​の​​業​​務​​に​​支​​障​​を​​及​​ぼ​​す​​お​​そ​​れ​​の​​あ​​る​​作​​業​​を​​実​​施​​す​​る​​場​​合​

​は、担当職員の指示する時間帯とする。​

​(6)​​業​​務​​の​​遂​​行​​に​​当​​たっ​​て、​​受​​託​​者​​の​​不​​注​​意​​に​​よ​​り​​生​​じ​​た​​事​​故​​及​​び​​故​​障​​等​​は、​​一​​切​​受​​託​

​者が責任をもって処理する。なお、その際は事故報告書を提出する。​

​(7) 本仕様に明記されていない事項については、担当職員と協議する。​

​(8) 詳細な点検日時は履行期間内に施設管理者と調整する。​

​(9) 有償部品を交換する必要が生じた場合は担当職員へ報告し、指示を仰ぐこと。​



​別表　個別仕様書​

​(1) 自動ドア保全業務​

​業務番号​ ​Ｂ－１​

​業務概要及び目的​ ​自動ドアを安全かつ良好な状態に保つための点検等作業を実施​

​する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｂ－１による。​

​業務内容​ ​「建築保全業務共通仕様書及び同解説」第２編第２章第２節２.​

​２.９自動ドア（外部用）(b)(c)(d)による。なお、(c)の点検周​

​期は周期Ⅰとする。​

​除外事項​ ​１　塗装及び外装補修工事​

​２　盤外配線工事​

​３　委託者の不注意又は不適当な使用管理によって生じた修理​

​又は取替工事​

​４　戸車、Ⅴベルト及び触れ止め以外の取替​

​５　その他、委託者が認める事項​

​特記事項​ ​－​

​(2) 電動シャッター保全業務​

​業務番号​ ​Ｂ－２​

​業務概要及び目的​ ​電動シャッターの故障を未然に防ぎ、機器の機能を常に最良の状​

​態に維持するための点検等作業を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｂ－２による。​

​業務内容​ ​別紙３－Ｂ－２による。​

​除外事項​ ​１　委託者の不注意又は不適当な使用管理、その他受託者の責に​

​帰すべきでない理由によって生じた、修理又は取替工事。​

​２　諸法規の改定又は官公署の命令若しくは要求により、設備の​

​改修又は新規付属物追加に関する工事。​

​３　天災等によって生じた故障の修理。​

​特記事項​ ​受託期間内における対象機器の機能維持を保証するとともに、故​

​障の際には、受託者の責任において速やかに復旧にあたるものと​

​する。​

​(3) 中央監視設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｅ－１​

​業務概要及び目的​ ​消防局庁舎内に設置されている電気監視装置等及び里塚斎場に設​

​置されている火葬状況監視装置の安全かつ良好な状態を確保する​

​ために、点検等作業を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｅ－１による。​

​業務内容​ ​１　保守点検内容は、「建築保全業務共通仕様書及び同解説」中​

​央監視制御装置、情報表示装置及び監視カメラ装置による。​

​２　定期点検は、各年度２回（４月１日から９月３１日までと１​

​０月１日から３月３１日の間で各１回）とし、時期については​

​担当職員と協議のうえ決定する。​

​３　システム全体の動作状況確認や機能確認等については年２回​



​とし、各機器の外観点検、電圧測定、動作確認、通信確認及び​

​接続状況確認等は年１回とする。​

​特記事項​ ​－​

​(4) 直流電源装置保全業務​

​業務番号​ ​Ｅ－２​

​業務概要及び目的​ ​直流電源装置の安全かつ良好な状態を確保するため、点検等作業​

​を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｅ－２による。​

​業務内容​ ​１　定期点検の回数は下記のとおりとする。​

​(1) 年２回の施設​

​ア　総合点検（外観点検含む）　５月頃​

​イ　外観点検　11月頃​

​(2) 年１回の施設​

​ア　総合点検（外観点検含む）　１月頃​

​２　中央市税事務所の自家発始動用蓄電池の点検は本業務内で行​

​うこと。​

​特記事項​ ​－​

​(5) 自家発電設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｅ－３​

​業務概要及び目的​ ​自家発電設備の安全かつ良好な状態を確保するため、点検等作業​

​を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｅ－３による。​

​業務内容​ ​１　定期点検の実施年度及び回数は下記のとおりとする。​

​(1) 点検実施年度内に２回点検を行う施設​

​ア　総合点検(外観・機能点検含む)　９月頃​

​イ　外観・機能点検　２月頃​

​(2) 点検実施年度内に１回点検を行う施設​

​ア　総合点検(外観・機能点検含む)　前回点検と同時期​

​２　自家発始動用蓄電池の点検においても本業務内で行うこと。​

​特記事項​ ​－​

​(6)構内交換設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｅ－４​

​業務概要及び目的​ ​構内交換設備等の安全かつ良好な状態を確保するため、点検等作​

​業を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｅ－４による。​

​業務内容​ ​定期点検は、各年度１回とし、時期については担当職員と協議の​

​うえ決定する。​

​特記事項​ ​－​



​(7) ロードヒーティング設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｅ－５​

​業務概要及び目的​ ​電気式ロードヒーティング設備の安全かつ良好な状態を確保する​

​ために、点検等作業を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｅ－５による。​

​業務内容​ ​１　点検内容は別紙３－Ｅ－５による。​

​２　定期点検は、各年度１回とし、時期については担当職員と協​

​議のうえ決定する。​

​特記事項​ ​－​

​(8) 温熱源設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－１​

​業務概要及び目的​ ​温熱源設備を安全かつ最良な状態に維持するための点検等作業を​

​実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－１による。​

​業務内容​ ​１　圧力容器の保守点検にあたっては、以下のとおり。​

​(1)​ ​業​​務​​期​​間​​内​​に​​清​​掃​​及​​び​​整​​備​​等​​を​​含​​む​​点​​検​​を​​行​​い、​​毎​​年​​度​

​性能検査を受験し合格させなければならない。​

​(2)​ ​条​​件​​付​​の​​合​​格​​ま​​た​​は​​指​​摘​​事​​項​​が​​あっ​​た​​場​​合​​に​​は、​​直​​ち​​に​

​修理等の対応を行い、検査機関に報告するものとする。​

​(3)​ ​性​​能​​検​​査​​受​​験​​申​​請​​及​​び​​手​​数​​料​​納​​入​​は、​​点​​検​​者​​が​​行​​う。​​ま​

​た、受験に当たっては施設管理者の立会いを得ること。​

​(4)​ ​整​​備​​業​​務​​に​​は​​｢​​ボ​​イ​​ラー​​及​​び​​圧​​力​​容​​器​​安​​全​​規​​則​​｣​​に​​基​​づ​​く​

​ボイラー整備士をあてなければならない。点検者は(一社)​

​日本ボイラ整備据付協会に登録された事業者であることを​

​原則とする。​

​２　圧力容器及び圧力容器でないヘッダー、貯湯槽の点検におい​

​ては、併せて清掃を実施するものとする。​

​３　ポンプの点検項目については、「建築保全業務共通仕様書及​

​び同解説」における周期Ⅰの６Ｍ及び１Ｙの作業項目を同時​

​に実施すること。​

​特記事項​ ​「消防法」及び「札幌市火災予防条例」、「危険物の規制に関す​

​る政令」及び「同規則」、「労働安全衛生法」、「ボイラー及び​

​圧力容器安全規則」並びに「フロン類の使用の合理化及び管理の​

​適正化に関する法律」その他関係法令を遵守すること。​

​(9) 冷熱源設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－２​

​業務概要及び目的​ ​冷熱源設備を安全かつ最良な状態に維持するための点検等作業を​

​実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－２による。​

​業務内容​ ​吸収冷凍機及び吸収冷温水機については、毎年度１回、点検と同​

​時に伝熱管ブラシ洗浄を実施するものとする。​

​特記事項​ ​「ガス事業法」、「高圧ガス保安法」、「冷凍保安規則」、「フ​



​ロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」、「労働​

​安全衛生法」及び｢ボイラー及び圧力容器安全規則｣その他関係法​

​令を遵守すること。​

​(10) 冷暖房設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－３​

​業務概要及び目的​ ​冷暖房設備を安全かつ最良な状態に維持するための点検等作業を​

​実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－３による。​

​業務内容​ ​１　GHPエアコンのエンジン部の点検は別紙３－Ｍ－３に準じて実​

​施すること。​

​２　厚別区保育・子育て支援センターのGHP-2-5の点検及び清掃に​

​おいては、約5.0mの足場を見込むものとする。​

​３　中央区保育・子育て支援センターのGHP-211、212及び213の点​

​検及び清掃においては、約4.0mの足場を見込むものとする。​

​特記事項​ ​「ガス事業法」、「高圧ガス保安法」、「冷凍保安規則」、「冷​

​凍保安関係基準」及び「フロン類の使用の合理化及び管理の適正​

​化に関する法律」その他関係法令を遵守すること。​

​(11) 空気調和等関連機器保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－４​

​業務概要及び目的​ ​空気調和気等関連機器を安全かつ最良な状態に維持するための点​

​検等作業を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－４による。​

​業務内容​ ​加湿除湿ユニットの点検は別紙３－Ｍ－４に準じて実施すること​

​とし、業務期間中適正に行い、必要に応じて保守その他の措置を​

​講じるものとする。​

​特記事項​ ​－​

​(12) ガス設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－５​

​業務概要及び目的​ ​床下ピット内の可燃性ガス検知警報設備を安全かつ最良な状態に​

​維持するための点検等作業を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－５による。​

​業務内容​ ​点検は別紙３－Ｍ－５に準じて実施することとし、業務期間中適​

​正に行い、必要に応じて保守その他の措置を講じるものとする。​

​特記事項​ ​－​

​(13)給油設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－６​

​業務概要及び目的​ ​地下式オイルタンク及び固定給油設備等を安全かつ最良な状態に​

​維持するための点検等作業を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－６による。​

​業務内容​ ​１　点検対象には別紙２－Ｍ－６の設備のほか、「製造所等の定​

​期点検に関する指導指針の整備について」（平成3年5月28日付​



​け、消防危第48号消防庁危険物規制課長通知）の該当する別記​

​に示される点検項目全般を含むものとする。​

​２　地下式オイルタンクの気相部の漏洩検査については微加圧法​

​を原則とし、液相部については（一財）全国危険物安全協会が​

​性能評価した点検方法若しくはそれに相当すると委託者が認め​

​たものとする。​

​３　「地下貯蔵タンク等及び移動貯蔵タンクの漏れの点検に係る​

​運用上の指針について」（平成16年3月18日付、消防危第33号消​

​防庁危険物保安室長通知）に基づく地下式オイルタンク及び地​

​下埋設配管の漏れの点検については、別紙２－Ｍ－６において​

​点検周期を「１回／３年度」としている設備を令和10年度のみ​

​点検すること。（設置から15年を超えない地下式オイルタンク​

​及び地下埋設配管が対象）​

​なお、さっぽろ天神山アートスタジオについては、毎年度の点​

​検を行うこととする。​

​特記事項​ ​１　「消防法（第14条の3の2）」その他関係法令を遵守するこ​

​と。​

​２　点検は（一財）全国危険物安全協会が実施する地下タンク等​

​定期点検技術者講習を修了した者が実施すること。​

​３　漏洩検査の実施者は、危険物取扱資格甲種又は乙種４類を有​

​すること。​

​(14) 給排水衛生設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－７​

​業務概要及び目的​ ​給排水衛生設備を安全かつ最良な状態に維持するための点検等作​

​業を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－７による。​

​業務内容​ ​１　受水槽点検清掃​

​(1)​​本​​業​​務​​の​​履​​行​​に​​あ​​たっ​​て​​は、​​「札​​幌​​市​​簡​​易​​専​​用​​水​​道​​指​​導​​要​

​領」、「札幌市給水設備の構造及び維持管理に関する指導​

​要綱」及び「同要綱に関する給水設備構造基準・給水設備​

​維持管理基準解説」（以下「札幌市指導要綱等」という）​

​を遵守すること。​

​(2) 業務に伴う断水は、短時間とするよう努めること。​

​(3)​​タ​​ン​​ク​​内​​作​​業​​に​​お​​い​​て​​は、​​送​​風​​機​​を​​用​​い​​る​​等​​換​​気​​に​​十​​分​​配​

​慮すること。​

​(4)​​タ​​ン​​ク​​の​​水​​張​​り​​終​​了​​後​​は、​​各​​水​​栓​​よ​​り​​赤​​水​​や​​空​​気​​を​​排​​出​​す​

​ること。​

​(5)​​タ​​ン​​ク​​清​​掃​​作​​業​​終​​了​​後​​の​​飲​​料​​水​​供​​給​​再​​開​​前​​に、​​「保​​全​​業​​務​

​共通仕様書」に示す水質検査及び残留塩素の測定を行い、​

​基準値以内であることを確認すること。​

​(6)​​タ​​ン​​ク​​点​​検​​清​​掃​​終​​了​​後、​​速​​や​​か​​に​​「札​​幌​​市​​指​​導​​要​​綱​​等」​​に​

​基づき、末端給水栓の水について、一般12項目及び残留塩​

​素の検査を行い、基準値以内であることを確認すること。​

​(7)​ ​簡​​易​​専​​用​​水​​道​​に​​該​​当​​す​​る​​施​​設​​は、​​毎​​年​​1​​回​​以​​上​​定​​期​​に、​​タ​

​ンク点検清掃終了後に「簡易専用水道検査」（水道法34条​



​の2第2項）を受けること。​

​(8)​ ​清​​掃​​に​​よ​​り​​汚​​泥​​や​​ス​​ラッ​​ジ​​等​​産​​業​​廃​​棄​​物​​が​​生​​じ​​た​​場​​合、​

​「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「下水道法」等​

​によるほか、関係法令に基づき適切に処理すること。​

​２　貯湯槽点検清掃​

​(1)​​タ​​ン​​ク​​内​​作​​業​​に​​お​​い​​て​​は、​​送​​風​​機​​を​​用​​い​​る​​等​​換​​気​​に​​十​​分​​配​

​慮すること。​

​(2)​​タ​​ン​​ク​​の​​水​​張​​り​​終​​了​​後​​は、​​各​​水​​栓​​よ​​り​​赤​​水​​や​​空​​気​​を​​排​​出​​す​

​ること。​

​(3)​​タ​​ン​​ク​​清​​掃​​作​​業​​終​​了​​後​​の​​飲​​料​​水​​供​​給​​再​​開​​前​​に、​​「保​​全​​業​​務​

​共通仕様書」に示す水質検査及び残留塩素の測定を行い、​

​基準値以内であることを確認すること。​

​(4)​​タ​​ン​​ク​​点​​検​​清​​掃​​終​​了​​後、​​速​​や​​か​​に​​「札​​幌​​市​​指​​導​​要​​綱​​等」​​に​

​基づき、末端給湯栓のお湯について、一般12項目及び残留​

​塩素の検査を行い、基準値以内であることを確認するこ​

​と。​

​(5)​ ​清​​掃​​に​​よ​​り​​汚​​泥​​や​​ス​​ラッ​​ジ​​等​​産​​業​​廃​​棄​​物​​が​​生​​じ​​た​​場​​合、​

​「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「下水道法」等​

​によるほか、関係法令に基づき適切に処理すること。​

​３　汚水槽点検清掃​

​(1) 清掃手順は以下による。​

​ア　安全対策の実施及び作業範囲の整備を行う。​

​イ　槽内の酸素濃度の測定を行う。​

​ウ　槽内の汚水の吸上げを行う。​

​エ　槽内の汚泥の吸上げを行う。​

​オ　槽内の高圧洗浄及び水洗いを行う。​

​カ　排水ポンプの自動運転及び手動運転の起動、停止の確認​

​を行う。​

​キ　安全対策の撤去を行う。​

​(2)​​汚​​泥​​等​​の​​運​​搬​​処​​理​​は、​​廃​​棄​​物​​収​​集​​運​​搬​​業​​及​​び​​廃​​棄​​物​​処​​分​​業​

​の許可を受けたものが、中間処理及び最終処分を確実に行​

​うこと。なお、運搬及び処理費においては受託者の負担と​

​する。​

​４　ポンプ点検​

​点検項目については、「建築保全業務共通仕様書及び同解​

​説」における周期Ⅰの６Ｍ及び１Ｙの作業項目を同時に実施す​

​ること。​

​特記事項​ ​１　本業務は「水道法第34条の2第1項」、「水道法施行規則第55​

​条第1項第1号」その他関係法令を遵守すること。​

​２　受水槽点検清掃業務にあたっては、以下に該当する業務責任​

​者を選任すること。​

​(1) 建築物環境衛生管理技術者​

​(2)​​厚​​生​​労​​働​​大​​臣​​が​​指​​定​​し​​た​​機​​関​​が​​実​​施​​す​​る、​​貯​​水​​槽​​の​​清​​掃​​に​

​関する講習会を終了した者​

​(3)​​そ​​の​​他、​​上​​記​​(1)​​及​​び​​(2)​​の​​者​​と​​同​​等​​以​​上​​の​​知​​識、​​経​​験​​を​​有​

​する者であることを確認すること。​



​３　除去物質の飛散防止、悪臭発散の防止に努めるとともに、作​

​業中の事故防止に留意すること。​

​４　点検報告書のほか、必要に応じて以下を提出すること。​

​(1)​​受​​水​​槽​​ま​​た​​は​​貯​​湯​​槽​​点​​検​​清​​掃​​を​​行っ​​た​​場​​合、​​水​​質​​検​​査​​報​​告​

​書​

​(2)​​産​​業​​廃​​棄​​物​​が​​発​​生​​し​​た​​場​​合、​​そ​​の​​処​​理​​報​​告​​書​​（マ​​ニ​​フェ​​ス​

​トＥ票写し）​

​(15) 自動制御設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－８​

​業務概要及び目的​ ​自動制御設備を安全かつ最良な状態に維持するための点検等作業​

​を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－８による。​

​業務内容​ ​－​

​特記事項​ ​－​

​(16) 昇降機設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－９​

​業務概要及び目的​ ​昇降機を安全かつ最良な状態に維持するための点検等作業を実施​

​する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－９による。​

​業務内容​ ​１　通常の点検業務の他、建築基準法第12条第4項に基づき業務期​

​間中毎年度１回昇降機検査資格者による定期点検を行い、定期​

​点検終了後に担当職員へ「定期点検報告書」（第三十六号の三​

​の様式（第六条関係））及び「定期点検報告書データ」を提出​

​すること。報告書は２部作成し、１部を当該施設管理者に提出​

​するものとする。​

​２　点検により異常等を発見した場合は、直ちに修理・調整又は​

​部品の取替を行うものとする。​

​３　適用除外項目​

​(1)​ ​部​​品​​の​​取​​替​​え​​に​​つ​​い​​て​​は、​​昇​​降​​機​​を​​通​​常​​使​​用​​す​​る​​場​​合、​​当​

​然に生ずべき摩耗及び損傷に限るものとし、施設管理者の不​

​注意又は不適当な使用管理その他受託者の責に帰すべからず​

​事由によって生じた修理等は適用除外とする。​

​(2)​ ​諸​​法​​規​​又​​は​​官​​公​​署​​の​​命​​令​​も​​し​​く​​は​​要​​求​​に​​よ​​り、​​改​​修​​又​​は​​新​

​規付属物追加に関する工事は適用除外とする。​

​特記事項​ ​検査は、昇降機等検査員が実施すること。​

​(17) 機械式駐車装置保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－10​

​業務概要及び目的​ ​機械式駐車装置を安全かつ最良な状態に維持するための点検等作​

​業を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－10による。​

​業務内容​ ​点検項目は別紙３－Ｍ－10のとおりとし、業務期間中毎年度適正​

​に行い、必要に応じて保守その他の措置を講じるものとする。​



​　特記事項​ ​「駐車場法」及び同法施行令に基づく国土交通省告示、その他関​

​係法令に定めるところによる。​

​(18) ホース昇降装置保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－11​

​業務概要及び目的​ ​ホース昇降装置を安全かつ良好な状態を確保するための点検等作​

​業を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－11による。​

​業務内容​ ​点検は、毎年７～８月までに実施すること。なお、昇降機検査資​

​格者と同等以上の技術を有する者による設備全般の精密点検及び​

​安全装置の機能試験を行い、別紙３－Ｍ－11「ホース昇降装置保​

​守点検整備書」における点検整備を行うこと。​

​特記事項​ ​－​

​(19) プール設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－12​

​業務概要及び目的​ ​プール設備を安全かつ良好な状態を確保するための点検等作業を​

​実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－12による。​

​業務内容​ ​点検は別紙３－Ｍ－12の点検項目に準じ、以下の点検を行う。​

​１　第１回点検​

​本業務期間中毎年度５月31日までに、冬期間休止していた​

​プール設備、ろ過機設備、プール槽等を、安全かつ良好な状態​

​に復元させるための点検及びプール室、機械室、更衣室等の清​

​掃を行う。​

​合わせて養生シートの撤去収納、プール内フロアの設置、​

​プール上屋へのビニール取付けを行い、プール室内環境を保持​

​する。​

​２　第２回点検​

​本業務期間中毎年度９月１日から同年10月31日までの期間と​

​し、プール使用終了後の休止期（冬期間）におけるプール設​

​備、ろ過機設備、プール槽等を維持させるための点検及びプー​

​ル室、ろ過機設備、プール槽等の清掃を行う。​

​合わせて、養生シート設置、プールフロアの撤去、プール上​

​屋へのビニール撤収保管を行ない、冬期間の対策を施す。​

​３　上記点検のほか業務期間中は設備の保守を含むものとする。​

​特記事項​ ​－​

​(20) チェーンゲート設備保全業務​

​業務番号​ ​Ｍ－13​

​業務概要及び目的​ ​チェーンゲート設備を安全かつ良好な状態を確保ための点検等作​

​業を実施する。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｍ－13による。​

​業務内容​ ​点検は別紙３－Ｍ－13のとおりとし、業務期間中適正に行い、必​

​要に応じ、保守その他の措置を講じるものとする。​



​特記事項​ ​－​

​(21) 建築基準法点検業務​

​業務番号​ ​Ｓ－１​

​業務概要及び目的​
​建築基準法第12条に基づく点検を実施し、建築物の維持保全を適​

​切に行うことを目的とする。​

​点検対象等​ ​別紙２－Ｓ－１による。​

​業務内容​ ​別紙３－Ｓ－１による。​

​特記事項​
​調査員（建築）及び検査員（設備及び防火設備）は建築基準法第​

​12条各項に定める資格を有する者とする。​

​(22) 調査修繕業務​

​業務番号​ ​Ｓ－２​

​業務概要及び目的​ ​－​

​点検対象等​ ​別紙１－１による。​

​業務内容​ ​本業務の定期点検、建築基準法点検、並びに本業務とは別に発注​

​する市有建築物自家用電気工作物保安管理業務、市有建築物消防​

​用設備点検業務において点検対象となる建築及び設備に不具合が​

​発生した際の修繕方法の提案、調査及び修繕の実施。​

​特記事項​ ​－​


